
V研 修 ・出張 報 告

学会出張 を省 く、主な出張は以下の通 りである。

1.第49回 東海 ・近畿地域附属農場協議会 堀川 勇次

開催期 日:平 成20年7月31日(木)～8月1日(金)

開催場所:静 岡大学 大谷キャンパス

1)会 議 内容

(1)大 学 ブ ラン ド商品の開発 ・販売 と今後の問題点 につ いて、京都 大学、神戸大学 、静岡大学か ら

取 り組 みの状況の説 明 され、本学か らもマ ンゴーの取 り組み を説明 した。神戸大学では、神戸大学や

地元の銀行等が出資 し、「神戸大学支援合 同会社」を2007年 に設立 し、大学で開発 され た知的資産を

地域振興 に活かす取 り組みが紹介 された。 また、農場農産物について も総代理店契約 が行われ、販売

が委託 され ている。

(2)事 務局 か ら 「附属農場等技術職員 の資質向上 に役立つネ ッ トワー ク作 りのた めの調査」にっ い

て説明 され た。また、平成21年 度地域幹事は三重大学に決定 した。

2)技 術等発表講演 会

「グ リー ンアスパ ラガスのハ ウス栽培 にお ける新植 後5年 間の収 量の推移」(京 都 大学) 、「ア ミノ

酸の投与が シバヤギの成長 に及ぼす影 響」(岐 阜大学)、 「静岡大学農学部附属地域 フィール ド科学教

育研究セ ンターの紹介～藤枝 フィール ド果樹班について～」(静 岡大学)が 各担 当者 から発表 された。

3)現 地見学

(1)静 岡大学農学部附属地域フィール ド科学教育研究セ ンター見学

静岡大 学が開発 した 「Dト レイ による トマ ト栽培 システ

ム」ハ ウス を見学 した。 このシステムは培 地容量が250ml

と小 さく、 日照センサー に対応 した潅水 システムで養液栽

培が され てお り、地域 への普及が進ん でいる。10a当 た り

の植栽本数 は約5,000本 と超密植であ り、一作の収 量は10a

当た り12t。 水ス トレスや塩ス トレスをかけるこ とに よ

り糖度8度 の高糖度の トマ トが収穫 され る。 システム に特

許を取得 されている。

(2)鈴 木 メロン農園(焼 津市中新 田)

静岡大学農学部卒業生 の鈴木博之氏の メロンハ ウスを見

学 した。8棟 のアク リル複層板温室で、年 間3.5作 栽培。

重油高騰 に より経営 は大変厳 しい。播種直後か ら接 ぎ木 を

された苗 、定植か ら収穫間際の ものまで 、全ての生育状況

が見学で きた。培土 は田土で、一作 ご とに蒸気消毒 を行 う

が、数年 ご とに新 しい土に交換 され る。

参加 しての感想 として、今 回の農場協議会で、附属農場の

あ りかたが昔 とかな り変わったよ うに思った。教育は もち

うん、農場 の生産物 で農場をア ピール し、利益を上げる。大学ブ ラン ドの確立に力 を入れ、 自分の農

場や大学 の名前を全 国にア ピール してい くのが大切 であると思 った。



2.平 成20年 度全国大学 附属農場協議会秋季全国協議会 文室政彦

開催期 日:平 成20年9.月4日 ～5日

開催場所:日 本大学生物資源科学部湘南キャンパス

1)会 議内容

協議事項では、 「一農場一ア ピール」 は従来通 り冊子 となるが、ホームペー ジにも掲載 され ること

になった。著作権 のある原 図を使用す る場合 には、著作権者か ら確認書 の提 出が求め られ る。執筆要

領 も大幅に変更 された。

全国大学演習林協議会 との連携 を進 めることとな り、意 見交換会が計画 されている。共 同研究やシ

ンポジウムの開催は考えていない。教育担 当の幹事がいないので、研究幹事 を研究 ・教育幹事 として、

茨城大足立先生が この任 にあた る。

大学農場 間の連携研究 として、春季協議会で6課 題が提 案 され、 「畜産 の飼料化技術」 が10大 学

の共同研究で具体化 され、予算規模約8,000万 円で申請 されている。その他の課題 は現在 、検討中。

承合事項 として、学外者の農場利用における リスク管理 とコス ト負担に関 して、各大学へのアンケ

ー ト結果が宮崎大西脇氏か ら報告 された。多 くの大学で職 員 を対象に安全講習を開催 した り、公開講

座 の参加者には傷害保険に加入 して もらうな どの安全対策、 リスク管理が行われてい る。

法人化後の農場 ・センター の役割 ・位 置づ けについてもア ンケー ト結果が報告された。

連絡事項 と して、平成21年 度全国大学農場技術賞 ・教育賞の募集締 め切 りが11月28日 。平成21

年度春季協議会は5月7日 ～8日 、ホテルフロラシオ ンで開催。秋季協議会は9月10日 ～11日 ま

で岩手大学で開催。

2)教 育研究 シンポジウム

「都市近郊における環境保 全型農業生産に向けて」とい うテーマで、中央農業総合セ ンター渡邊寛

明氏 「総合的雑 草管理技術 の開発」、岐阜大学福井博一氏 「花 き産業総合認 証プログラム(MPS)」 、

日本大学丹羽善次氏 「食品残 渣の飼料化 とその利用による豚 肉生産」、神奈川県畜産技術 セ ンター関

谷敏彦氏 「学校給食残 さの有効利用 を通 しての食育モデル事 業」の講演が あった。MBS認 証制度は

日本では10年 ほ ど前から花 き産業で普及がすす められてい る。MBSJapanの 認証マー クを印刷す

ることにより国産品 と外国産 品 との違いがわか るとしてい る。

3)現 地視察

日本大学湘南 キャンパス内にある食品加 工実習センター、生物環境科学研 究セ ンター、附属農場 内

の畜産関係 の施設 を見学 した。食品加工実習セ ンターでは、

JASの 認定工場 であ り、専任職員3名 で年間5,000万 円の

売 り上げがあ る。施設設置に2億 円、関係機器等 を加える

と4,5億 円の経費で設置 され、ハ ムや ソーセ ージ、 レ ト

ル ト食 品等 を生産 してい る。 主に春 と夏に集 中実験が行わ

れ、年末には教職員、OB向 けに加 工品を製造 ・販売す る。

職 員は食品衛生管理者 ・責任者の資格 を取得 している。全

体 として施設が充実 し、附属農場 も学舎 に隣接 して設置 さ

れ、学生が学び 、研究す る環境 としては大変優れ ているよ

うに思えた。



3.沖 縄お よび台湾 におけるマ ンゴー栽培の視察 と台木用品種の収集 志水恒介

1)沖 縄(石 垣島 沖縄本 島)

目 的:沖 縄におけるマンゴー栽培の現状 と栽培技術 の視察お よび熱帯果樹の生産現場視察

日 程:2008年6月6日 ～8日

第1日 目

第2日 目

第3日 目

第4日 目

関西空港発、沖縄県石垣島へ

日本国際農林水産研究セ ンター熱帯 ・島喧研究拠点訪問

石垣島か ら沖縄本島へ移動、農業生産法人サン ヒルズ沖縄訪問

沖縄本 島発、関西空港着

石垣島では、 日本国際農林水産研究セ ンター熱帯 ・島嘆研究拠点 内を見学 した。栽培 され ている様

々な熱帯果樹の説明 を していただき、貴重なマ ンゴー とレイシの穂木 を数品種分 けていただいた。そ

の後、マ ンゴー栽培農家に案 内 して もらい、低樹 高誘 引栽培につ いて レクチャー を受けた。低位置で

できるだけ多 く分枝 を行い、せん定を繰 り返す ことで見事に密集 した樹形に仕立 て られていた。樹冠

は腰 ぐらいの位置で揃え られ 、葉の層の上に果実の層が存在す る といった感 じで あ り、すべ ての果実

に 日光が十二分 に当たってお り、収穫 を間近に控 えたマ ンゴーがた わわに実っていた。

本島へ移動 し、 レンタカーで美 しい海岸沿いを北 に向か う。 「サ ンヒルズ沖縄」 のある国頭 村は、

沖縄本 島の最北端に位置 し、東は太平洋、西は東 シナ海に面 してお り、面積の大部分が山林原 野で占

め られて いる。経営 面積 は加 温栽培ハ ウス360aと 無加温栽培 ハ ウスが130aで 、ハ ウス総 面積 は

4.9haに 達す る。 「サ ンヒルズ沖縄」は沖縄マ ンゴー の銘柄生産 に寄与することを 目的に設立 された

農業生産法人であ り、管理棟、貯水池等の施設が整備 され、ハ ウス内は自動農 薬散布、ハ ウス 自動開

閉、 自動かん水で管理 されてい る。大規模経営のため収穫期が集 中すると作業性 や価格に大 きな影響

を受 ける。そのため、加温ハ ウスの温度設定を変え、収穫i期が集 中 しないよ うに栽培管理 され ている。

こち らではフィリピンより台木用種子を直接入手 し、年間2万 本以上の苗木生産 に成功 されてい る。

約1年 台木 を育てた後、いっせいに接 ぎ木を行 う。接 ぎ木の時期 は3、4人 で約1か 月半かか るそ う

である。 ブロック毎 に接 ぎ木を した人の名前が記録 されてお り、技術の習熟度 がわかるよ うに してい

る。

今回の視察は今後本農場にお けるマ ンゴー栽培だ けでな く、マ ンゴーに次 ぐ新 しい熱帯果樹の栽培

試験や 導入 について大変参考 になった。



2)台 湾

目的:

日程:

第1日 目

第2日 目

第3日 目

鳳山熱帯園芸試験分所視察 と産地視察お よびマ

ンゴー台木 品種 となる台湾在来品種

(柴果 ・香果 ・柿果 ・肉果)種 子の収集

6月15日 ～18日

第4日 目

関西空港発、台湾台北へ

台北か ら新幹線で移動鳳山試験分所訪問

台南玉井郷マンゴー育種農家訪問 市場

視 察 台木用種子収集

台北発、関西空港着

去年できたばか りの台湾版新幹線 の高速鉄道に乗 り、台北か ら高雄 まで1時 間半で移動 した。 まず

高雄県 にある鳳 山熱 帯園芸試験分所 の林先生 を訪 ねた。到着そ うそ う試食 させ ていただいた白いパイ

ナ ップルは見た 目の面 白さだけでな く、味 も大変美 味 しかった。 この試験場で品種改良 された様 々な

品種の果樹が台湾 中に広 く栽培 され ている。 また品種 の収集 ・保存 に も取 り組 んでお り、今回の大 き

な 目的であった台湾在来品種の4品 種すべてを確保す ることができた。

次 の 日、マンゴー専任研究員であ る邸氏の案内で、マ ンゴーの一大産地であ る台南地方 ・玉井郷 を

案 内 していただいた。そ こでは 「台湾マンゴーの父」 とも呼ばれている郭文忠氏に台湾にお ける新 品

種 育成の取 り組み と栽培 について話 を聞かせ ていただいた。 とて も

親切 な方 で、急 な訪問 にも関わ らず温か く迎えて くれ た。栽培園地

は見渡す 限 りマ ンゴー畑で、ま さにマ ンゴー山 とい った風景で圧倒

され た。台湾では収穫前 にほとん どの果実にハエ防除 のた めの袋 を

かけ る。広大な面積 を一っ一つ袋 が け してい くの は大変 な労力だ と

思った。 その後、青果市場 に案内 していただき、大量 の柴芒果 品種

の種子 を分 けていた だいた。 この時期 の市場では在来種 よ りも、大

きな赤系 と黄色系 のマ ンゴーが 目立 った。

今 回 なによ りも心配 していた言語 も日本語 を話す方 が多 く、大変

助かった、た くさんの方 と交流ができ実 りの多い台湾訪 問だった。



4.飛 騨牛 の肥育 に関す る調査、打ち合わせ(平 成20年9月7、8日)岸 昌生

開催場所:岐 阜県高 山市(岐 阜県畜産研究所、子牛市場)

内 容:生 石農場では、和牛 肉 として販売す る事業を試 みている。 しか し、現在の飼養頭数は8

頭 と非常に少な く、事業をさらに進めるには多数 を飼養す る必要がある。今回、去年に引き続 き、牛

舎構 築にあた り専門家 の先生方 と話す機会 を得 ることができた。 また、今後、効率的な肥育 を行 うに

あた り、肉質系、増体系の血統 にっいて牛の体型等のポイン トを理解す るため、高山市の子牛市場を

見学す ることができた。

5.ミ ニブタ研 究に関する打ち合わせ(平 成20年11月27日)岸 昌生

開催場所:協 和発酵バイオ株式会社本社(東 京都千代 田区)

内 容:ミ ニブタの人為的繁殖法の検討の1つ として行ってい る精子の保 存に関して、協和発酵

バ イオ株式会社の研 究者 と打ち合 わせを行 った。現在、当農場 では ミニブタ精 子保存法について、あ

る物 質(特 許 上の都合 で詳細は省略)を 添加 した方法が低温あ るいは凍結保存後の精子の生存性 に ど

の よ うな影響 があるかを調べ る予定であ るが、今後、これに関 して協和発酵バイオ株式会社 と共 同で

試験 することを確認 した。

6.米 国にお ける実験動物 としての ミニブタ生産状況調査 岸 昌生

渡航期間:平 成20年10月20目 ～平成20年10月26日

渡航先国:ア メリカ合衆国(ノ ース ローズ レイ ク、ステイ トカ レッジ)

マーシヤル実験動物会社、ペ ンシルバニア州立大学

内 容:今 般 アメ リカにおける ミニブタの生産状況を調査す るため、アメ リカ、ニュー ヨー ク州

にあ るマーシャル実験動物会社 を訪 問 し、情報交換 を行った。

マーシャル 実験動物会社 における年間の ミニブタ生産数は ここ近年徐々に増加 してお り(具 体的な

数値 は社外秘のため伺 えず)、 医療分野や製薬会社 での薬効や毒性試験に主に ミニブタが利 用 されて

い るとのこ とであった。 ミニブタの供給地域はアメ リカとカナ ダ全域であ り、近年生産が増加 してい

る理 由として、小型 サイズの ミニブタが研究に適 しているとの ことであった。 すなわち、各試験 にお

け る薬剤の投与量が少 なくてすみ 、コス ト削減 になる。従来は、家畜豚の幼少 期を利用 していたが、

性成 熟に達 していないため、薬効や毒性 に対す る反応 が正確でない ことか ら、データとしての信頼性

が低 い。従って、性成熟に達 していて も小型であ るミニブタの利用 は今後 も高まると考えられ る。SPF

(特定病原体不在)ミ ニブタの生産法については、Hepaフ ィルターを有す る専用の施設で病原体や

微 生物等の防御管理 を行 って飼育 してお り、ミニブタ生産法は現在、生石農場 と共同研究 を行 ってい

る国内の民間実験動物会社(株 式会社紀和実験動物会社)と 同様 であった。 さらに、微生物 等の管理

の詳 細については、 ウイルス13項 目(オ ーエスキー病、豚 コ レラ、パルボ ウイルス他)、 細菌22項

目(ア クチ ノバチルス、萎縮性鼻炎 、クロス トリジウム、マイ コプ ラズマ他)、 その他6項 目につい

て は、年2回 の頻度 で検査を実施 してい る。マー シャル実験動物会社の検査項 目数 は我 々が現在進

めている ミニブタのSPF化 にお ける項 目数よ りも多 く、よ り厳密 にはSPF体 制を整 えてい る。 ミニ

ブ タの飼育法にっいては、月齢が異なって もサイズ(体 重、体高)の 似ている個体を選択 して同一の

ケー ジ内で育てる点が最 も重要であ り、そ うするこ とによって、複数飼育にお ける個体間の食い負 け

を防 ぎ、増体を安定 している との ことであった。 また、 ミニブ タの繁殖法は基本的に自然交配によ り

行い、人為的なコン トロール(発 情誘起)や 人工授精(AD等 は実施 していない とのことであった。



特にAIに よる伝染病 の拡大を懸念 してお り、マーシャル では本技術 は利用 していない。

家畜豚 に関 してはペンシルバニア州立大学を訪問 し情報交換を行 った。特 にブタのゲ ノムシー クエ

ンシングについては国際コンソシアムで進んでお り、成果が得 られてい る。 さらに、成果 を得 るため

には、多数 のSNPS(ス ニ ップス)を 準備 してマ ッピングを行 う必要が あるが、これ に対 して、多大

な研究費が現在投入 され ている。 このSNPSを 利用 した検索システ ムが構築 されれ ば、ブタの集 団

の遺伝 的多様性 を適正に管理でき、偏 りのない集 団を維持で きる。これはブタの個体識別 にも繋が り、

今後想 定 され る国内のブタの トレーサ ビリテ ィにも寄与で きると考 え られる。今回の訪 問により、非

常に有意義 な情報を得 ることができた。


